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仙台湾のヒラメ稚魚成育場は維持されているか？仙台湾のヒラメ稚魚成育場は維持されているか？
　常磐・仙台湾のヒラメは、5～9月に産卵し

ます。卵から孵化した仔魚は1ヶ月弱の浮遊

生活期を経て、全長1cm程度の稚魚となり、

水深10m以浅の砂底に着底します。3月11日の

震災で、仙台湾には高さ10m前後の大きな津

波が押し寄せました。この大きな津波の影響

で、海底の状態が変化し、ヒラメ稚魚が生息

できる環境が破壊されてしまったことが危惧

されました。そこで、仙台湾浅海域の砂底域

の分布と餌の量、ヒラメ稚魚の分布と成長を

調べました。

　まず、ヒラメ稚魚が生息する水深10m付近

の底質と餌を、仙台湾全域の18カ所で調べま

した。その結果、震災以前と同様に、仙台湾

の西部の七北田川河口～阿武隈川河口は海底

が砂地で、稚魚の餌となるアミ類が多く生息

することが判りました（図１）。　　　　　

　　　　　　　　　　　　そこで、次に、東

北区水産研究所が2002

　　　　　　　　　　　年以降継続的に調査

　　　　　　　　　　　を行っている名取川

　　　　　　　　　　　河口～仙台空港の水

　　　　　　　　　　　深6～15mの場所で、

　　　　　　　　　　　ヒラメ稚魚と餌の採

　　　　　　　　　　　集を、8～12月に定

　　　　　　　　　　　期的に行いました。

　ヒラメ稚魚は非常に多く、過去10年で3番

目に高い水準（図２）でした。胃の中を調べ

ると、主食であるアミ類や魚のシラスをたく

さん食べていました（図３）。また、全長の

月変化から推定した成長速度は1.89mm/日と

なり、耳石を用いて推定した震災以前の成長

速度と変わらず、非常に早いことがわかりま

した。また、主要な餌であるアミ類も安定し

て多く採集されました。

　以上のことから、仙台湾西部海域は、震災前

と変わらず、ヒラメ稚魚の良好な成育場である

ことが確認できました。

　浅海域には、ヒラメ以外にも多くの魚が生息

しています。今後も、ヒラメ稚魚以外の魚をふ

くめて、この海域の成育場としての質・量の変

化と役割を、注意深くモニタリングしていきた

いと考えています。

図３．1個体の稚魚（10月30日採集、

全長164mm）が食べていたアミ類

図２．2002〜2011年ヒラメ稚魚の密度
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図１．調査地点と底質
沿岸側が水深10m,沖側が水深20m



　東日本大震災により、常磐三陸地方の水産

業は甚大な被害を受けました。その復興に向

けて、漁船も含め陸上施設の整備が進められ

ていますが、漁場環境の変化による水産資源

への影響、並びに海洋への放射能汚染が懸念

されています。	

　このため、水産庁はこの水域での水産業復

興を目指す漁業関係者へ的確な漁海況情報を

発信するため、秋から初冬にかけて漁業調査

船照洋丸（２，２１４トン）を用いて常磐三

陸沖海域を中心とした漁場で環境調査を行い

ました。

　本調査による海洋観測結果は１２月にプレ

ス発表された太平洋のあじ、さば、いわし類

の長期漁海況予報の精度を維持させることが

できました。そして、これから当海域で操業

再開を考えていた漁業者に有益な情報を与え

ました。

　常磐三陸沖の漁海況情報は東北区水産研究

所と各県調査船の観測から発信されてきまし

た。ところが今回の東日本大震災で宮城・福

島両県は調査船を失ったため観測の継続が危

ぶまれていました。しかし水産総合研究セン

ターや隣接県、大学等が協力して観測を継続

し、さらに今回、水産庁からの支援も得られ

た結果、海洋モニタリングの中断を最小限に

留めることができました(図１)。

　本調査には宮城県及び福島県の職員も参画

されました。

　本調査では水産資源の餌であるプランクト

ンも採集しています。当所には本海域におけ

る世界有数のプランクトン資料が保管されて

おり、本調査によるプランクトン試料の分析

が進めば、今後漁場環境への震災の影響の解

明も進むものと思われます。

　漁場環境に対する今回の震災の影響等を評

価するためには、通常の状態を知っておくこ

とが大切です。そのためには常日頃の地道な

モニタリングがいかに重要であるかを改めて

認識しました。
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図１．２０１１年３月から
１２月の調査船観測結果に
よる水深100m水温分布図

写真１．水産庁　漁業調査船照洋丸（2,214トン）
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